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平成30年度 ニューライフカレッジ霧島　「　　 　」
～志學館大学・鹿児島工業高等専門学校・霧島市教育委員会連携講座～

　平成最後の年の隼人学のテーマは「今伝える地域の智恵～知る、語る、共に生きる～」でした。受講者からは「この学びをシルバー
ガイドとして活用したい」「誰かに伝えたい」と、次に繋げたい思いが溢れた講座になりました。

第６回：10月13日　「昔なつかし、わらべ歌～一緒に、遊びもんそや！～」
　三島理恵 氏（㈱松田ピアノ友社ミュージックフレンド主宰　わらべうた講師）

　講師の三島先生の明るくお元気な声に誘われて、気がつくと受講者全員が童心に戻っていました。
すっかり忘れていたわらべ歌が急に思い出されたり、お手玉遊びの上手な受講者に「上手い上手い」と
感嘆の声が上がったり「これは孫と遊べるぞ」と会場からは受講者の笑い声が弾けていました。紙風船
や皆で輪を作って歌遊びを始めると「そういえば、こんな遊びをしたっけ」といった具合に幼い頃の記
憶が甦り「孫にも伝えたい」という声があちこちからあがりました。（岩下雅子）

第７回：11月10日　「発掘調査から見るグローバルな世界」
　坂元祐己 氏（霧島市教育委員会社会教育課主任主事）

　文化財を通して過去の事象を紐解いていく学問である文化財学の立場から、霧島市のある地域は、海
外に広く開かれた地であったことが興味深く語られました。古代から中世にかけて、政治と文化の中心
地であった国分平野には多くの遺跡が存在し、これらの遺跡から海外との交易を示す遺物が出土してい
ます。このことはこの地域が、日本の片隅にある一地方であったということではなく、海外と接する異
文化交流の場としての役割を果たしていたことを示すと、ダイナミックな視点で論じられました。
� （岩橋恵子）

第８回：12月８日　「地域が和む魔法の力～かごしま弁と共に～」
　植村紀子 氏（児童文学作家・志學館大学非常勤講師）

　「かごっま言葉玉手箱」（南日本新聞）でもおなじみで、本学卒業生でもある植村さんが、方言をめぐっ
て繰り出す話題は盛りだくさん。ことばあそびうた、西郷どん、宝塚などなど。地元の方が大半の受講
者のみなさま、本当に楽しそうでした。とくに方言での「あいうえお作文」の実践の時間に、次から次
に手が上がり、生き生きと自分を表現している様子を見て、「自分（たち）の言葉」の意義を深く感じ
ました。ただ、言語的に「余所者」の私は方言ジョークにおいてきぼり。外から多く人が来る時代、排
他的にならずにアイデンティティを大切にするにはどうあるべきか考えるきっかけとなった貴重な時間
でした。（三浦卓）

第10回：２月９日　ワークショップ「いま伝えよう！地域の智恵～共に生きるために～」
　コーディネーター　岩橋恵子 氏（志學館大学教授）

　今年度学んだことのまとめとして、これまでの全講座を振り返り、受講者自身が伝えたい「私の地域
の智恵」を6グループに分かれて各々語り合いました。「豊かな資源を生かし地域の魅力を生活に取り
入れる智恵」「温泉文化」「かごっま弁（鹿児島弁）」「歴史ある地域」「防災の学び」「人との出逢いも含
めて隼人学での学びそのものが地域の智恵」等々、実に多くの豊かな智恵が溢れました。そしてそれら
を「私たちが伝えたい地域の智恵」として共有し合い、こうした豊かな地域の智恵が、地域の力となり
この地域の未来を創っていくことになることを確認し合いました。（岩橋恵子）

第９回：１月12日　「西郷どんが愛した日当山温泉郷の魅力」
　米田知弘 氏（日当山温泉旅館協会組合長）

　この回では温泉の多種多様な泉質の特徴や県内での配置等が解説され、日頃から利用しているという
多くの参加者が、それぞれ頷きながらメモを取っていました。また、日当山温泉郷の泉質の良さや、再
評価され大変な人気という家族湯についても紹介されました。清姫温泉については、初代が夢見をもと
に敷地内を掘ったら湧き出た、という伝説や歴史的変遷も語られ、その物語性は観光や地元愛に繋がる
可能性が感じられるものでした。（志賀玲子）

20th  anniversary
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生涯学習センター20周年記念行事にむけて
生涯学習センター拡大研究会を開催中！

第１回：11月14日
　岩橋恵子元生涯学習センター長より「生涯学習センター（部門）の20年」と題して、センターの歴史を振り返り、３
つの時期区分を基にその成果と課題が報告されました。それを受け、センターの意義と役割についての議論が中心に行
われ、それは大学の存在価値である「知」の開発・創造を広く社会と協働していく役割をもつものであり、地域課題の
高度化・多様化の中でそれはますます求められていること等が話し合われました。

第３回：１月30日
　1月30日、志賀玲子准教授より「鹿児島の”地（知）”におけ
る志學館大学の役割」と題して報告され、それを基にした議論が
行われました。大学の人的・物的・知的資源や教育・研究機能を
学外に提供する「大学開放」として、生涯学習部門の具体的強化
項目から大学の方向性に至るまで、推進員以外の教員も集まり活
発な意見交換がなされました。この議論の蓄積が、今年40周年
を迎える本学のその先のビジョンを考えるための貴重な資源とな
りそうです。

第２回：12月20日
　岩橋恵子元生涯学習センター長より、全国の生涯学習センターの近年の特徴的な動向について報告され、それを基に
した議論が行われました。他の学習機関に比した大学のセンター強みとして、枠にはめることなく研究者が行っている
ことを話せることにあり、それを企画することができること（単なる派遣やコーティネートではない）にあるので、大
学全体の学問・研究の発信はもちろん、それらの発展を視野にいれて企画するパワー求められること等が話し合われま
した。他方、センターには大学全体の研究を把握して発展的に繋いでいく力が求められるが、時間的にも力量的にも難
しい状況があるという課題も提起されました。

　生涯学習センター（以下センターと略）では、2019年度に20周年を迎えるにあたって、7月20日（土）に記念行
事を実施します。そこではこれまでセンターを支えて下さった皆さまとこの20年を祝うと共に、これまでのセンター事
業を振り返りつつ今後の事業のあり方を考えていきたいと思います。現在その目標に向けて準備を進めていますが、そ
の一つとしてセンタ―のスタッフだけでなく、広く多くの方々にもご参加いただきながら「生涯学習センター拡大研究
会」を開催し、活発な議論がなされています。（岩橋恵子・志賀玲子）

生涯学習センター室

生涯学習センター20周年記念行事
日 時　2019年7月20日（土）12時50分～16時30分  会 場　志學館大学
1部　基調講演
　　　「今求められる生涯学習」（仮題）
　　　　講　演：東京大学教育学研究科　教授　牧野篤氏

2部　シンポジウム
　　　「志學館大学生涯学習センターのこれまでとこれから」
　　　　　　　―地域社会と歩む大学を目指して―」
　　　　登壇者：志學館大学　学長　松岡達郎　他

3部　祝賀ミニパーティ

隼人キャンパスの銀杏並木

紫原キャンパス
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よくわかる中国語講座（ 初心者対象） ～中国語で話そう～
志學館大学名誉教授 ： 谷口明夫　氏

よくわかる英語講座（ brush up コース） ～英語で深く話そう～
志學館大学人間関係学部 ： マーカス　シオボールド　氏

　鹿児島市のサンエールで毎年開講する中国語講座は午後7時から1時間半の予
定でスタートしました。10回講座の開講に今年は８名の受講生が参加されまし
た。この講座のキャッチコピーの一つは「大学の先生に学ぶ /大学の先生と学ぶ」
です。講師の谷口先生の洗練された響きが醸し出す上品な中国語は一度聴いたら
忘れられない魅力があります。受講生の方々からも「発音（ピンイン）をよく教
えてもらった」「発音のきれいな先生から学ぶことができて良かった」「発音の仕
方から学び分かりやすい説明で良かった」「いつか中国の方と会話が出来るよう
に少しずつ続けていきたい」等の感想が寄せられました。また「“続”初級の中国語講座があったら」「さらに継続
して学べるコースがあったら」等の次のステップに繋がる講座の開講を希望する声もお聞きしました。市民の皆様
と共に生涯学習を目指す講座を今後とも構築していきたいと思います。（岩下雅子）

　シオボールド先生から、次のコメントがありました。The 
students had a great enthusiasm for these classes. 
Each student would read out at least one paragraph 
from the text. After reading, there were comprehension 
and vocabulary questions. Some students were more 
vocal than others but all seemed able to understand the 
lesson and enjoy its content and delivery. 受講者からは、
「イギリスの様子を知ることができて良かった」、「先生の話は面白
く、役に立つことが多かった」等の感想が寄せられました。
� （蒲地賢一郎）

共修講座（平成30年度後期）受講者の声
　2018年度後期の「共修講座」を受講された方々の感想の一
部をお届けします。
・とても充実していてあっという間の90分をありがとうござ
いました。
・毎週新しい話題とたくさんの資料を頂き、勉強になりました。
・毎回気持ちよく楽しく受講させていただいております。ひとえ
に先生方や学生さんの気遣いのおかげです。

・とても良心的な金額で受講させていただけてありがたいです。
・高齢者の私にこのような機会を与えられておりますことに深
く感謝しております。
・何回受講しても新しい分野を講義されるので、新鮮で分かり
やすい解説に興味が湧いてきます。（小林祥子）

（平成 30 年度後期）

　 第40回 銀 杏 祭 が2018年11月24日
（土）、25日（日）に開催されました。
　生涯学習センター展示ブースでは、セン
ターの活動内容紹介やこれまで発行されたセ
ンター通信の展示を行いました。（森実紀）

志學館大学
「銀

い

杏
ちょう

祭
さい

」展示

　学生向けの資格センターの講座を市民の皆様もご受講いただ
けます。受講料は無料となりますのでおすすめです。ぜひ学生
と共に鹿児島の観光や文化について学んでみられませんか。

講座担当：志學館大学非常勤講師
　　　　　NPO 法人かごしま探検の会　　　東川隆太郎 氏
受講料：無料　かごしま検定受験料：3,240円
教材費：2,160円 ※鹿児島商工会議所編『かごしま検定公式テキストブック』

増補改訂版を事前に購入してください。

受講希望の方は下記へご連絡ください。
資料を送りします。

TEL:099-812-8505（代）　内線134
Email:shikaku@shigakukan.ac.jp

志學館大学資格センターからのお知らせ
かごしま検定試験対策講座

受　講
希望の方へ

◎６月試験対策コース
回 日程 時間 講義内容
１ ５ 11 土 13:00 ～ 16:00 第１章 自然　第２章 歴史

２ ５ 15 水 16:20 ～ 17:50 第３章 文化　第４章 地域 の特徴

３ ５ 18 土 13:00 ～ 16:00 第５章 産業 ･ 経済

申込締切　4/26㊎
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2019年度　ニューライフカレッジ霧島
受　講　生　募　集

　ニューライフカレッジ霧島（隼人学）は、志學館学・霧島市教育委員会・鹿児島工業高等専門学校との連携講座です。自然・社会・産業・
文化などの地域遺産を南九州という広い視野と多角的な視点から発掘しつつ学び、地域でより豊かに生きるため、また地域をより豊か
に発展させるために生かし、未来に繋いでいこうとする地域学です。関心のある方は、どなたでも受講できます。

志學館大学・鹿児島工業高等専門学校・霧島市教育委員会　連携講座　

　　志學館大学生涯学習センター
住　所　〒890-8504　鹿児島市紫原１丁目59-1
Tel.099-812-8501（代表）Fax.099-257-0308
URL   http://www.shigakukan.ac.jp/life/
Email life@shigakukan.ac.jp

お問い合わせ・お申し込み先＜編集後記 ＞

　本年度で当センターも20周年となり、行事の準備も少し

ずつ進めています。もちろん例年通りの講座もますますの

充実をめざします。今後ともよろしくお願いします。

� （三浦・森）

月 講義・学習内容 講　師 期日・会場

５月

開　講　式
５月１8 日（土）
９:30 ～ 12:00
国分公民館

地域遺産・世界遺産・
未来遺産と地域力

志學館大学人間関係学部
教授　原口泉

６月 FM が拓く地域力の可能性
FM きりしま
事務局長　鳥丸恵介
パーソナリティ　金野彰子

６月 8 日（土）
9:30 ～ 11:30
国分公民館

７月
学校と地域文化との共生 ･
交流 ･ 連携
ー隼人学の 20 年に寄せてー

霧島市立小野小学校
校長　祖母仁田政明

７月 20 日（土）
10:00 ～ 16:30
志學館大学（鹿児島市）

８月 ジオパークと地域の暮らし
NPO 法人桜島ミュージ
アム
理事長　福島大輔

８月１0 日（土）
9:30 ～ 11:30
国分公民館

９月 くらしを豊かにする
竹の有効利用

鹿児島県工業技術センター
主任研究員　小幡透

９月 14 日（土）
9:30 ～ 11:30
国分公民館

「地域力で未来をつくる」
月 講義・学習内容 講　師 期日・会場

10 月
データを活用した身近な
情報技術ーこれまでと
　　　　　これからー 

鹿児島工業高等専門学校
講師　古川翔大

10 月 12 日（土）
9:30 ～ 11:30
鹿児島工業高等専門学校

11 月
未来の君へ
ー語り継ぎたい平和への
想いー

陵南中学校
平和学習講師　山下勝義

11 月 9 日（土）
9:30 ～ 11:30
溝辺公民館（みそめ館）

１２月 少子高齢社会と AI
ー心理学の立場からー

志學館大学人間関係学部
教授　飯干紀代子

12 月 14 日（土）
9:30 ～ 11:30
鹿児島工業高等専門学校

１月 地域の未来と情報通信技術 志學館大学法学部
准教授　大野隆士

１月１1 日（土）
9:30 ～ 11:30
鹿児島工業高等専門学校

２月

地域の未来づくりが
世界を変える

ー国連 SDGs を手がかりにー

コーディネーター
志學館大学法学部
教授　岩橋惠子

２月 8 日（土）
9:30 ～ 12:00
鹿児島工業高等専門学校

閉　講　式

○受講料 ： 2,500 円（年額）　○定　 員 ： 70 名（先着順）　○申込開始日 ： ４月 22 日（月）
○申込み方法：電話・メール・FAX・窓口で、氏名・性別・年齢・住所・電話番号をお知らせください。

◇志學館大学・かごしま県民大学連携事業

『我、ここにあり。
� ～鹿児島ゆかりの女流歌人 ･作家～』

【時　間】：10:30 ～ 12:00　【場所】：志學館大学図書館
【受講料】：1 講座 500 円、全 5 講座 2,000 円
【定　員】：30 名
【対　象】：どなたでも受講できます
【申込受付】：2019 年 5 月 7 日（火）～随時
◎第 1 回　5 月 25 日（土）
　「鹿児島の女流歌人―杉田久女―」
� 講師 : 日高愛子（志學館大学講師）
◎第 2 回　6 月 15 日（土）
　「鹿児島を愛した女流作家―向田邦子―」
� 講師 : 日高愛子（志學館大学講師）
◎第 3 回　7 月 6 日（土）
　「鹿児島の女流作家―中村きい子・勝野ふじ子―」
� 講師 : 三嶽公子（月の舟自由大学学長）
◎第 4 回　7 月 27 日（土）
　「鹿児島の女流歌人―税所敦子―」
� 講師 : 長福　香菜（大分県立芸術文化短期大学講師）
◎第 5 回　8 月 3 日（土）

「鹿児島文学散歩バスツアー（かごしま近代文学館見学）」
� 引率 : 岩下雅子、日高愛子

◇志學館大学・鹿児島市生涯学習プラザ協働講座

『よくわかる韓国語講座（初心者対象）』
〇日時：2019 年 5 月 21 日～ 7 月 30 日（7/16 を除く）
　　　　毎週火曜日　全 10 回　19:00 ～ 20:30
〇講師：入佐信宏（志學館大学教授）
〇申込受付：2019 年 4 月 15 日～ 5 月 16 日
『よくわかる中国語講座（初心者対象）』

〇日時：2019 年 10 月 1 日～ 12 月 24 日
　　　　（10/15・10/22・11/5 を除く）
　　　　毎週火曜日　全 10 回　19:00 ～ 20:30
〇講師：谷口明夫（志學館大学名誉教授）
〇申込受付：2019 年 8 月 26 日～ 9 月 26 日
『よくわかる英語講座（brush up コース）』

〇日時：2019 年 10 月 3 日～ 12 月 12 日（10/10 を除く）
　　　　毎週木曜日　全 10 回　18:00 ～ 19:30
〇講師：マーカス　シオボールド（志學館大学講師）
〇申込受付：2019 年 9 月 2 日～ 9 月 30 日

【場　所】サンエール鹿児島（４階中研修室）
【受講料】12,000 円（テキスト代別途必要）
【定　員】20 名
【対　象】どなたでも受講できます


